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6/11 (日） 奥能登地震の義援金募金 

生駒駅前での募金活動 

  ５月５日に石川県珠洲市で発生した「奥能登地震」への災害義援金の募金活動を実施しました。始めたばかりの時は恥

ずかしさもあってかぎこちない様子だったスカウトもいましたが、だんだんと声が大きくなりしっかりと募金を呼びかける

ようになっていました。１時間半という短時間ではありましたが４５,０００円ほどの募金をいただき、６月１５日（木）に石川

県の義援金口座へ振込を致しました。 

 

 

 

 ちなみに・・・ 

珠洲市では第１４回日本ジャンボリー（２００６年）、第１７回日本ジャンボリー(2018 年)が開催された場所でもあり、ボー

イスカウトでも大変お世話になっている地域です。 

 

6/24（土）-25 (日） カブ舎営 in 風とんぼ 

 近鉄郡山駅付近で金魚を探せ！ 

  近鉄郡山駅付近の街中には金魚がたくさん！まず、初めに郡山駅付近で飼育されている金魚の種類を調べ、「金魚図

鑑」を完成させるという指令からスタートしました。街中を散策しながらいろいろな種類の金魚やいろいろな形の水槽を

探しながら、スクラップブックに金魚スタンプもたくさん集めました。金魚の写真と実物を見比べてどの金魚なのかを判定

しないといけない箇所もあり、なかなか見分けがつかず苦労している場面も・・・ 

 昨年はここから風とんぼまで歩いて向かったけれど、炎天下で１時間以上も歩くのは熱中症の恐れもあるので今年はバ

スでの移動にしました。風とんぼに到着してからは早速、竹の水鉄砲で遊びました。 

 

 

 



 

 

竹水鉄砲 

 今年は事前の組集会の時にキャンプ場で竹の水鉄砲を作成し、自宅でカッコ良くしてちゃんと真っすぐに飛ぶようにして

来るように、と伝えておきました。持参した水鉄砲の見た目を競うコンテスト、水鉄砲の精度を競う的当てを実施し、みん

なの水鉄砲を見るといろいろな工夫を施されたり、色を塗ったりと様々でした。的当ての方は組毎に異なるポイを狙い、

制限時間内に自分の組のポイを狙うというものですが、適当に狙ってしまうとすぐ横には別の組のポイが有るので慎重に

狙う必要があります。また、手前のポイは１点だけど、遠くにあるポイは３点という具合に点数差をつけて精度を競いまし

た。その後はお約束的に水鉄砲バトルが始まりみんなびしょ濡れになっていました。昨年はいきなり組対抗バトルからスタ

ートしましたが、今年のようにバトルだけでなく、的当てもあった方がしっかりと自作の水鉄砲で遊べたのではないかな～

と思いました。 

 

夕飯作り 

 水鉄砲で遊んだ後はシャワーを浴びてスッキリしたところで夕飯づくりに。組長たちには火付けのやり方を教え、すぐに

火が燃え上がりました。他のメンバーたちは組毎にカレーの野菜を切って、無事にカレーが仕上がりました。とてつもなく

量の多いカレーが・・・（笑） 

 

 

 

キャンプファイア 

 美味しいカレーを食べた後は待ちに待った（？）キャンプファイアです。組集会

で何度か練習したスタンツでしたがまだまだな感じでしたが、それ以外で滅茶

苦茶盛り上がったキャンプファイアでした。スタンツは「寸劇」のことなのです

が、なかなか寸劇に仕上げるのが難しく、今後、８月の団キャンプやクリスマス

会で楽しいスタンツが出来るようサポートしていきたいと思っています。 

 

虫捕り 

 周りは木に囲まれている場所なので、自ずと虫捕りに興味が・・・昼間から樹

液が出ている木を見つけてはチェックしたり、寝る前や朝早く起きて虫捕りに

行ったりするスカウトもいました。帰りのハイク中でも虫やカナヘビを見つけて

は喜んでいました。カブ年代はほんと虫が好きですね～ 

 

アスレチック 

 常設のアスレチックがあり、２日目の午前中はアスレチックにチャレンジしました。難なくクリアできる場所もあればちょっ

と時間がかかってしまう場所もありながら、ゴールまで進むと、もう一回行ってくる！と、再びスタートから２度目を楽しん

でいました。 



 

 

 

 

ハイキング（風とんぼ～萩の台駅） 

 帰りは風とんぼから矢田丘陵を超えて萩の台駅までのハイキングです。ハイキングでは「観察」をテーマにした幾つかの

課題と共にスタートしました。山の中に入ると直射日光が遮られ、心地よい気候のもと途中にある様々なものを観察しな

がら進んで行きます。途中に「矢田の大石」というとても大きな岩や「弘法の井戸」という湧水がありました。地図を見なが

ら、「もう、１/3は歩いた！」と嬉しそうに話しているスカウトもいました。矢田峠までは登りが続きましたが、峠を越えると

その後は殆ど下りになり一気に元気になっていました。２時間ほどのハイキングでしたがみんな元気よく歩いていたと思

います。 

 普段は１枚の地図を頼りにして話し合いながら進んで行くということが多いのですが、今回の舎営での初日のハイクと帰

りのハイクではスカウト全員に地図を渡してみました。地図を持たないスカウトは単に後をついて行くだけということにな

りがちですが、今回はそれぞれが今どの辺りにいるのかを把握してもらい、それぞれが当事者意識をもって地図をみると

いうねらいがありました。その効果については今後検証していきたいと思っています。 

 

★7/15(土)は保護者会でもお伝えさせて頂いていますが、AM5:00に生駒駅（北側ロータリー）に集合です。 

 

★8/4-6（金-日）は生駒第１０団が４０周年を迎える記念団キャンプです。詳細につきましては改めてスカウト向け

のしおりと保護者向け資料を作成致します。 

 

BPのラストメッセージ 

スカウト諸君 

 「ピーターパン」の劇を見たことのある人なら、海賊の首領が死ぬ時には、最後の演説をするひまはないにちがいないと

思って、あらかじめその演説するのを覚えているであろう。私もそれと同じで、今すぐ死ぬわけではないがその日は近いと

思うので、君たちに別れの言葉をおくりたい。 

 これは、君たちへの私の最後の言葉になるのだから、よくかみしめて、読んでくれたまえ。 

 私は非常に幸せな生涯を送った。それだから、君たち一人一人にも同じような幸福な人生を歩んでもらいたいと願って

いる。 

 神は私たちを幸福に暮らし楽しむようにと、すばらしい世界に送ってくださったのだと、私は信じている。金持ちになっ

ても、社会的に成功しても、わがままができても、それによって幸福にはなれない。幸福の第一歩は少年のうちに健康で強

い体をつくっておくことである。そうしておけば大人になった時、世の中の役に立つ人になって、人生を楽しむことができ

る。 

 自然研究をすると神が君たちのために、この世界を美しいものやすばらしいものに満ち満ちた楽しいところにおつくり

になったことが、よくわかる。現在与えられているものに満足し、それをできるだけ生かしたまえ。ものごとを悲観的に見

ないで、なにごとにも希望を持ってあたりたまえ。 

 



 

 

 しかし、幸福を得るほんとうの道はほかの人に幸福を分け与えることにある。 

 この世の中を君が受け継いだ時より少しでもよくするように努力し、あとの人に残すことができたなら死ぬ時が来ても、

とにかく一生を無駄に過ごさず、最善をつくしたのだという満足感をもって、幸福に死ぬことができる。幸福に生き幸福

に死ぬために、この考えにしたがって「そなえよつねに」を忘れず、大人になってもいつもスカウトのちかいとおきてを、堅

く守りたまえ。 

 神よ、それをしようとする君たちを、お守りください。 

君たちの友 ベーデン－パウエル・オブ・ギルウェル 

 「ラストメッセージ」はボーイスカウトの創始者である BP(ベーデン－パウエル)が残したメッセージです。実際には BPが

亡くなった後に発見されました。 

 スカウティングの本質的な価値は、ここから読み取れるように子どもたちに「幸福な人生を歩んでもらう」ことにあります。

人によって、「幸福」の価値観が変わることがあっても、子どもたちに「幸福な人生を歩んでもらう」というスカウティング

の本質的価値に変わりはなく、それを実現するためにボーイスカウト運動が世界中で展開されています。 

 また、BPは保護者向けに下記のようなメッセージも残しています。 

 

「3つのH」ベーデン・パウエルの保護者へのメッセージ 

３つのＨ 

 私たちは男の子たちや女の子たちが３つの｢H｣になれるように努力しています。すなわち「幸福で(Happy)｣、「健康で

(Healthy)｣、｢親切な(Helpful)｣市民です。 

 そして活動に参加してみるとわかると思いますが､スカウト活動は学校の活動を助けています。 

 学校は知識を教え､試験で成功することを教えますが､私たちは彼らに人柄を教え､それにより彼らは人生で成功するこ

とができるでしょう。 

 

 是非、お子さんにラストメッセージを読み聞かせてあげてください。 

 

 

 

 

 

今後の予定 

７月１５日（土） 釣り 神戸市立平磯海づり公園 

8月 4-6日（金土日） 団キャンプ 滋賀県マキノ高原付近 

9月 2日（土） 組集会 キャンプ場 

9月 15日（日） 県連行事 

スキルチャンピオンシップ 

奈良介護福祉中央学院(奈良市都祁吐山町

3939 / 県連野営場はやまの森のすぐ近く） 

 

 

カブブック＆チャレンジブック 
 

上進式後の保護者会でお渡しした資料の中にもございますが、ご家庭

でも是非カブブックとチャレンジブックに取り組んでみてください。先

ずはお子さんとご一緒にカブブックを開いてみてください。 

 

★7月に取り組んでいただきたいこと 

■うさぎ：運動①、安全① 

■し  か：事故の予防① 

■く  ま：事故の対応①② 

※是非ご家庭で取り組んでみてください！ 

 


